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新
緑
風
薫
る
日
々
に 

椎 

窓   

猛 
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とり 
先勝 
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たつ 
友引 
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いぬ 
友引 
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み 
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分
け
入
っ
て
も
分
け
入
っ
て
も

青
い
山
　
放
浪
の
俳
人
山
頭
火
が

詠
ん
だ
よ
う
に
新
緑
五
月
風
薫
る
日
々

を
迎
え
る
。
▼
杣
の
里
に
登
っ
て
、

『
世
界
子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
』

に
受
賞
の
子
ど
も
た
ち
が
植
え
た
『
友

情
の
森
』
を
廻
っ
た
。
第
二
回
作

文
の
部
で
、
「
八
本
の
桜
の
木
」
で
、

み
ど
り
の
賞
受
賞
、
種
子
島
か
ら

来
村
の
坂
口
晋
一
君
の
記
念
植
樹

シ
イ
ノ
キ
が
見
あ
げ
る
ほ
ど
の
成

長
に
十
七
年
余
の
過
ぎ
た
年
月
が

し
の
ば
れ
た
。
彼
は
小
さ
な
桜
の

苗
木
を
八
名
の
同
級
生
と
、
卒
業

と
同
時
に
廃
校
と
い
う
中
学
前
に

植
樹
を
し
た
こ
と
を
綴
っ
て
い
た
。

「
こ
の
桜
の
よ
う
に
、
し
っ
か
り

大
地
に
根
を
は
っ
て
成
長
し
て
い

こ
う
」
と
、
文
章
を
結
ん
で
い
た
が
、

杣
の
里
の
記
念
樹
と
同
様
、
坂
口

君
の
母
校
跡
の
桜
は
如
何
で
あ
ろ

う
か
と
思
い
や
る
。
▼
こ
の
愛
樹

祭
コ
ン
ク
ー
ル
に
後
援
の
　
日
本

財
団
　
春
の
懇
親
会
に
、
四
月
六

日
上
京
。
翌
日
、
明
治
神
宮
参
拝
。

大
正
九
年
、
創
建
、
全
国
か
ら
の

献
木
十
七
万
本
に
よ
っ
て
成
る
常

磐
の
森
。
そ
の
い
き
さ
つ
を
知
り

た
く
、
社
務
所
を
尋
ね
た
。
広
報

調
査
課
長
福
徳
美
樹
さ
ん
。
資
料

を
取
り
だ
し
、
懇
切
な
説
明
。
福

岡
県
か
ら
は
三
井
郡
二
四
ヵ
町
村

か
ら
ハ
ゼ
の
木
三
六
本
。
長
野
県

で
は
南
佐
久
の
町
村
長
よ
り
ツ
ツ

ジ
四
七
二
本
、
東
京
深
川
材
木
問

屋
ク
ロ
マ
ツ
四
〇
〇
本
、
そ
れ
ぞ

れ
の
お
国
、
土
地
柄
も
う
か
が
わ

れ
た
。
こ
こ
で
も
っ
と
も
感
銘
し

た
の
は
明
治
天
皇
の
御
製
一
首
。 

国
の
た
め
た
ふ
れ
し
人
を
惜
し

む
に
も
お
も
う
は
親
の
こ
こ
ろ

な
り
け
り 

 
新茶まつり　～５日 
　　　　　　（八女伝統工芸館） 

山しか祭　　　（筑後市） 

八女青年会議所公開例会 
　　　　　　　（八女文化会館） 

お茶ウォーク 
　　　　　　　（八女歩こう会） 

なんでも人権相談所 
　　　　（八女市社会福祉会館） 

新茶フェア　～５日 
　　　　　（星野村茶の文化館） 

土星観望会　～６日 
　　　　　（星野村星の文化館） 

 
松尾弁財天縁日（立花町） 
山内水天宮花火大会 
　　　　　　　　　　（八女市） 

献茶祭　（黒木町・霊巌寺） 
八女高校吹奏楽部 
第30回記念定期演奏会 
　　　　　　（サザンクス筑後） 

人生史サークル黄櫨の会 
　　　　（八女市社会福祉会館） 

春の星座を探そうよ 
　　～16日（星野村星の文化館） 

絣の里巡りin筑後 
　　　　　　　～16日（筑後市） 
 

べんがらの日（べんがら村） 
山開き　　　　　　（矢部村） 

 

なんでも人権相談所 
　　　（黒木地域交流センター） 

団伊久磨偲ぶだご汁忌 
　　　　　　（素盞嗚神社境内） 

なんでも人権相談所 
　　　　（広川町はなやぎの里） 

不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 

お風呂の日　（べんがら村） 
　　　　　（グリーンピア八女） 
　　　　　　　（温泉館きらら） 
　　　　　　　　（三加和温泉） 
 

心配ごと相談（八女市） 

上陽町地域福祉センター　５月12日・26日 

立 花 町 か が や き　５月12日・26日 

黒 木 町 ふ じ の 里　５月19日 

八女市社会福祉会館　５月19日 

法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　５月14日 

黒 木 町 ふ じ の 里　５月21日 

上陽町地域福祉センター　５月28日 

 
司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　５月14日 

八女市社会福祉会館　５月21日 

筑後市 

心配ごと相談 

　毎週木曜日／総合福祉センター 

健康に関する総合相談 

　毎週金曜日／筑後市立病院 

 

くろぎふるさと日曜市 

　毎週日曜日 

上陽ふるさと市 

　毎週土曜日 

なんでも人権相談所 
　　　　　（立花市民センター） 
　　　　　　（筑後市サンコア） 

社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 

滝の宮不動尊縁日 
　　　　　　　　　　（上陽町） 

広川工業団地ウォーク 
　　（吉田ウォーキングクラブ） 

ちっご４時間耐久三輪 
車レース　（市民の森公園） 

定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161 

レディース法律相談 
　　　　　　（筑後市サンコア） 

ＮＨＫ朝の散歩道 
公開録音（サザンクス筑後） 
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八女作業所吟詠クラブ 

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
八
女

市
本
村
に
設
立
さ
れ
た
精
神
障

害
者
の
福
祉
施
設
「
八
女
作
業

所
」
の
な
か
で
通
所
し
活
動
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。 

　
八
女
作
業
所
は
昭
和
58
年
に

八
女
市
社
会
福
祉
会
館
の
２
階

に
開
設
し
た
障
害
者
福
祉
施
設

で
す
。
昨
年
８
月
に
施
設
が
手

狭
と
な
っ
た
た
め
に
現
在
の
場

所
に
移
転
し
ま
し
た
。 

　
平
成
19
年
に
社
会
福
祉
法
人

ハ
イ
ジ
福
祉
会
に
法
人
化
し
、

主
と
し
て
精
神
障
害
者
の
社
会

復
帰
の
た
め
の
就
労
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
現
在
25
名
の
障

害
者
が
通
所
し
て
作
業
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
作
業
内
容
は

公
共
施
設
の
清
掃
や
タ
オ
ル
、

椎
茸
、
雑
穀
米
、
靴
下
等
の
袋

づ
め
な
ど
で
す
。
作
業
の
合
間

に
は
宿
泊
研
修
、
社
会
体
験
、

料
理
等
の
実
習
、
学
習
会
、
吟

詠
の
練
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

　
吟
詠
の
練
習
は
週
に
１
回
全

員
で
力
い
っ
ぱ
い
声
を
出
し
て

練
習
、
時
折
地
域
で
発
表
会
を

し
て
い
ま
す
。
一
度
作
業
所
に

来
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
仕
事
も

お
受
け
し
ま
す
。 
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じ
い
ち
ゃ
ん
家
の
前
に
大
き
な
サ
ク
ラ
の
木
が
あ
る 

真
っ
黒
く
て
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
い
る 

私
よ
り
も
父
さ
ん
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
い 

私
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
に
は
も
う
あ
っ
た
な 

お
母
さ
ん
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
も
あ
っ
た
そ
う
だ 

い
っ
た
い
何
さ
い
な
ん
だ
ろ
う 

春
に
な
る
と
か
な
ら
ず
う
す
い
ピ
ン
ク
色
の
き
れ
い

な
花
を
た
く
さ
ん
さ
か
せ
る 

ど
う
し
て
春
っ
て
分
か
る
の
か
な 

だ
れ
か
が
教
え
て
く
れ
る
の
か
な 

そ
ん
な
花
を
さ
か
せ
る
サ
ク
ラ
の
木
を
見
て
私
は
毎

年
春
だ
な
あ
と
感
じ
る
事
が
で
き
る 

林野庁長官賞 西日本新聞社賞 
【絵画の部】 【詩・作文の部】 

福岡県八女市 

黒木西小学校 ３年 

倉ノ下　萌香 

福岡県八女市 

川崎小学校 ４年 

橋山　美幸 

サ

ク

ラ

 

　
桜
が
咲
き
誇
る
西
牟
田
小

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
子
ど
も

た
ち
と
白
球
を
追
い
か
け
て

汗
を
か
き
、
あ
る
と
き
は
励

ま
し
、
あ
る
と
き
は
や
さ
し

く
教
え
、
野
球
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
に
責
任
感
と
自
立

心
を
指
導
さ
れ
る
馬
場
節
夫

さ
ん
（
70
歳
）
。
趣
味
は
、

野
球
と
畑
仕
事
と
い
う
ア
ウ

ト
ド
ア
派
で
す
。
小
麦
色
に

日
焼
け
し
た
顔
は
こ
れ
ま
で

の
豊
か
な
人
生
経
験
を
物
語

り
ま
す
。
八
女
工
業
高
校
卒

後
、
西
鉄
電
車
の
運
転
士
を

勤
め
な
が
ら
、
筑
後
市
議
と

し
て
20
年
間
、
市
民
の
た
め

に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
間
も
少
年
野
球
の
指
導
は

休
む
こ
と
な
く
続
け
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。 

　
創
部
当
初
か
ら
の
指
導
方

針
「
挨
拶
、
感
謝
、

責
任
、
明
る
く
楽
し

く
や
り
ぬ
く
こ
と
」

が
ぶ
れ
る
こ
と
は
無

い
。
「
今
時
の
子
ど

も
は
と
よ
く
耳
に
し

ま
す
が
、
子
ど
も
の

姿
は
親
の
鏡
で
す
よ
！
」
と

迷
う
こ
と
な
く
言
わ
れ
ま
す
。

挨
拶
や
か
た
づ
け
す
ら
う
ま

く
出
来
な
か
っ
た
子
ど
も
が
、

一
年
も
す
る
と
変
わ
り
ま
す

よ
。
試
合
に
勝
ち
負
け
は
当

然
あ
り
ま
す
が
、
両
方
経
験

す
る
こ
と
で
嬉
し
さ
や
悔
し

さ
、
ま
た
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や

他
の
チ
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
、
親
や
周
り
の
人

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
芽
生

え
心
豊
か
に
成
長
し
て
く
れ

ま
す
。
試
合
の
場
は
「
心
地

良
い
緊
張
感
」
、
練
習
の
場

は
「
楽
し
む
時
間
」
で
厳
し

い
練
習
は
皆
無
と
の
こ
と
。

大
半
は
中
学
校
に
進
学
し
て

も
野
球
部
に
入
り
、
高
校
・

大
学
で
活
躍
す
る
選
手
も
多

数
と
の
こ
と
で
、
中
に
は
16

年
間
球
技
を
続
け
て
い
る
Ｏ

Ｇ
（
中
村
早
織
さ
ん
、
日
本

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

現
役
選
手
）
も
い
る
。
時
々

訪
れ
る
卒
業
生
達
と
自
宅
で

酒
を
飲
み
な
が
ら
立
派
な
大

人
に
成
長
し
た
姿
を
見
る
の

が
一
番
嬉
し
い
と
柔
和
な
顔

が
ほ
こ
ろ
ぶ
。 

　
こ
れ
か
ら
も
西
牟
田
ジ
ャ

ガ
ー
ズ
の
監
督
と
し
て
、
子

ど
も
の
健
全
育
成
に
貢
献
さ

れ
て
い
く
の
は
間
違
い
な
い
。

最
後
に
、
「
影
で
尽
く
し
て

く
れ
た
奥
さ
ん
に
一
番
感
謝

し
て
い
る
」
と
照
れ
な
が
ら

言
わ
れ
た
言
葉
と
「
青
春
と

は
人
生
の
あ
る
期
間
を
言
う

の
で
は
な
く
、
心
の
様
相
を

言
う
の
だ
」
と
自
信
満
々
に

言
わ
れ
た
言
葉
が
印
象
的
だ

っ
た
。
　
　
　
　
　
Ｈ
・
Ｎ 

輝く人  

長
兄
　
秋
田
常
善
（
34
才
）

岡
山
小
↓
西
中
↓
西
短
高
↓

国
士
舘
大
　
平
成
８
年
全
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
優
勝 

二
兄
　
秋
田
信
善
（
30
才
）

岡
山
小
↓
西
中
↓
国
士
舘
高
・

大 三
兄
　
秋
田
博
善
（
29
才
）

岡
山
小
↓
国
士
舘
中
・
高
・

大
（
鈴
木
桂
治
は
同
期
） 

二
兄
、
三
兄
は
平
成
９
年
金

鷲
旗
大
会
優
勝
、
平
成
10
年

全
国
高
校
柔
道
優
勝
。
輝
か

し
い
成
績
を
収
め
た
秋
田
３

兄
弟
が
帰
っ
て
き
た
。
「
高

校
教
師
で
柔
道
家
の
父
（
国

士
舘
大
卒
）
の
影
響
で
小
さ

い
頃
か
ら
塚
本
道
場
（
久
留

米
市
）
に
通
っ
て
い
ま
し
た
」

と
常
善
さ
ん
は
語
る
。
現
役

時
代
は
ア
ス
リ
ー
ト
の
宿
命

で
三
人
共
整
骨
院
の
世
話
に

な
っ
た
。
引
退
後
は
傷
つ
い

た
選
手
達
の
力
に
な
ろ
う
と

東
京
で
修
業
。 

「
開
業
は
故
郷
で
と
決
め
て

い
ま
し
た
。
お
互
い
寮
生
活

で
早
く
か
ら
離
れ
て
生
活
し

て
い
た
た
め
、
同
じ
目
標
に

向
か
っ
て
兄
弟
一
緒
に
や
る

の
は
自
然
の
成
り
行
き
で
し

た
ね
」 

「
高
校
時
代
お
世
話

に
な
っ
た
西
短
ラ
ー

メ
ン
の
お
ば
ち
ゃ
ん

や
地
元
の
人
た
ち
、

友
人
、
先
輩
、
後
輩

に
20
年
ぶ
り
の
私
た

ち
を
あ
た
た
か
く
迎

え
て
も
ら
っ
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
ね
」
整

骨
院
は
四
月
二
日
開

院
。
７
名
の
ス
タ
ッ

フ
が
年
中
無
休
で
患

者
さ
ん
の
体
の
ケ
ア

に
当
た
っ
て
い
る
。 

　
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
ん
で

い
て
得
し
た
こ
と
を
二
つ
。

先
日
車
に
巻
き
込
ま
れ
自
転

車
は
大
破
し
ま
し
た
が
体
は

無
意
識
に
反
応
し
て
無
事
で

し
た
。
自
然
と
受
身
の
型
を

と
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
又
卒
業
後
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ

（
柔
道
の
塚
田
と
レ
ス
リ
ン

グ
の
吉
田
の
Ｃ
Ｍ
）
に
入
社

し
ま
し
た
。
学
生
時
代
と
比

べ
て
実
社
会
は
何
と
楽
な
所

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
今

子
ど
も
た
ち
に
声
か
け
し
て

い
ま
す
が
挨
拶
に
慣
れ
て
い

な
い
の
か
元
気
の
い
い
返
事

が
返
っ
て
き
ま
せ
ん
。
も
っ

と
地
域
で
子
ど
も
を
見
守
り

育
て
る
環
境
を
つ
く
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
柔
道

の
底
辺
拡
大
に
も
貢
献
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
三
人
共
気
は
優
し
く
て
力

持
ち
。
頂
点
を
極
め
た
者
の

み
が
持
つ
オ
ー
ラ
さ
え
感
じ

さ
せ
る
好
青
年
。
三
兄
弟
の

パ
ワ
ー
は
新
八
女
市
に
も
活

を
入
れ
て
く
れ
そ
う
で
す
。 

秋
田
整
骨
院
　
八
女
市
亀
甲

（
西
短
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
西
南

角
） 

1
０
９
４
３
―
２
４
―
９
６
２
０ 

頑張れ！秋田三兄弟 頑張れ！秋田三兄弟 頑張れ！秋田三兄弟 

主催：ＮＰＯ世界子ども愛樹祭コンクール・コスモネットの許可を得て表彰作品を紹介しています 

  

　
飽
食
の
時
代
‥
‥
健
康
志

向
が
高
ま
る
一
方
、
若
年
者

の
自
殺
が
増
え
て
い
ま
す
。

親
に
暴
力
を
振
る
う
、
キ
レ

や
す
い
な
ど
、
子
供
た
ち
の

「
心
」
に
ね
じ
れ
が
生
じ
て

い
る
の
も
事
実
で
す
。
こ
れ

ら
は
毎
日
の
食
生
活
と
密
接

に
か
か
わ
っ
て
い
る
事
を
ご

存
知
で
す
か
。
食
事
が
成
長

に
与
え
る
影
響
は
と
て
も
大

き
い
の
で
す
。
「
偏
っ
た
食

事
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
」

「
１
人
で
食
事
を
し
て
い
ま

せ
ん
か
？
」
「
食
事
を
抜
い

て
い
ま
せ
ん
か
？
」
来
る
５

月
９
日
、(

社)

八
女
青
年
会

議
所
で
は
月
度
例
会
を
一
般

公
開
し
、
西
日
本
新
聞
社
の

佐
藤
弘
氏
を
迎
え
、
「
食
の

選
択
＝
未
来
の
選
択
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
会
を
開
催

さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
今
、

わ
が
家
の
食
卓
を
診
断
す
る

事
か
ら
「
食
育
」
を
始
め
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

日
　
時
／
５
月
９
日
（
日
） 

　
　
　
　
例
　
会
‥
13
時
〜 

　
　
　
　
講
演
会
‥
14
時
〜 

場
　
所
／
八
女
文
化
会
館 

　
　
　
　
大
ホ
ー
ル 

※
入
場
無
料 

食
の
講
演
会 

ご
案
内 

三
兄 

三
兄 

長
兄 

長
兄 

二
兄 

二
兄 
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楽しいcooking

※くろぎ食の文化祭実行委員会発行「出品料理レシピ集」より 

さくらもち 

穴見ヨシヱ 
黒木町桑原 

［30個分］ 

もち米 ‥‥‥ Ｃ３ 

うるち米 ‥‥ Ｃ１ 

水 ‥‥‥‥‥ Ｃ４ 

 

赤の寒天 ‥‥ 1/2本 

桜の葉 ‥‥‥ 　30枚 

あんこ ‥‥‥ 　600g

①もち米と、うるち米を混ぜ合わせて洗い２～３時間ざ

　るに上げておく。 

②寒天は、さっと洗い小さくほぐして米の中に入れＣ４

　の水で炊く。 

③ごはんを麺棒でついて、あんをくるむ。 

④塩漬けした桜の葉をさっと洗って水気を切って③に巻く。 

※桜の葉（八重桜の葉のほうが風味がよくてやわらかい）

　は春に摘んで、さっと熱湯に通して塩漬けにしておく

　と一年中使えます。 

お節句や友達の集まりに作ります。寒天を入れると米に艶や被膜 
が出来て、柔らかさが長続きします。 

材　　　料 

作　り　方 

山
登
り
だ
よ
人
生
は
！ 

感
動
的
な
る
美
、
阿
蘇
！ 

　
本
校
の
学
習
活
動
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学

習
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
学
習
は
、
生
徒
が
科
学
的

に
判
断
し
た
り
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
力
を

農
業
教
育
で
身
に
つ
け
さ
せ
る
も
の
で
す
。
花
・

野
菜
・
果
樹
・
米
・
茶
の
栽
培
や
乳
牛
・
鶏
の
飼
育
、

ジ
ャ
ム
、
パ
ン
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
食
品
加
工
及

び
地
域
と
の
交
流
や
環
境
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て

調
査
・
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
ま
と
め
た
内
容
を

５
月
20
日
（
木
）
に
校
内
で
発
表
し
、
最
優
秀
に

な
る
と
６
月
16
日
（
水
）
に
筑
後
市
で
開
催
さ
れ

る
福
岡
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
年
次
大
会
に
出

場
で
き
ま
す
。
是
非
、
生
徒
の
学
習
の
成
果
を
見

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

５
月
の
八
女
農
み
ら
い
館
の
開
館
日
は
７
日
・
11

日
・
14
日
・
18
日
・
21
日
・
25
日
・
28
日
、
10
時

30
分
〜
15
時
30
分
で
す
。 

※
多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 

"Could you tell me how (to) ~ ?"
～のやり方／～の方法を教えていただけますか？ 

その
 

5 

　
風
薫
る
五
月
、
今
日
も
好

天
に
恵
ま
れ
、
阿
蘇
火
口
西

側
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が

風
が
強
く
砂
塵
が
舞
い
ま
す
。 

　
先
行
き
が
心
配
で
し
た
が

今
日
は
リ
ー
ダ
ー
が
頼
り
に

な
り
ま
す
。
山
仲
間
の
森
師

匠
は
こ
の
道
の
達
人
で
、
彼

の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
で
中

岳
の
尾
根
に
出
ま
し
た
。
こ

の
先
は
左
手
に
大
阿
蘇
の
噴

火
口
を
眺
め
な
が
ら

先
を
急
ぎ
ま
し
た
。

そ
し
て
高
岳
を
通
過

す
る
と
今
日
の
お
目

当
て
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ

マ
を
堪
能
す
る
時
が

き
ま
し
た
。
今
年
は

害
虫
に
も
負
け
ず
見

事
に
咲
い
て
い
ま
す
。 

　
初
め
て
の
光
景
に

弘
子
ち
ゃ
ん
が
言
っ

た
。
「
私
は
ミ
ヤ
マ

キ
リ
シ
マ
を
見
る
の

が
念
願
だ
っ
た
か
ら

嬉
し
い
幸
せ
ー
」
。 

　
そ
の
後
は
避
難
小
屋
方
面

を
周
回
す
る
と
、
あ
ま
り
の

綺
麗
さ
に
「
生
き
て
て
よ
か

っ
た
」
と
何
度
思
っ
た
事
で

し
ょ
う
。 

　
今
日
も
山
仲
間
と
共
通
の

感
動
を
味
わ
い
、
一
生
の
思

い
出
に
な
る
素
晴
ら
し
い
一

日
で
し
た
。 

八
女
文
化
連
盟
写
真
部
　

樋
口
清
人 左から山キチの私、山の達人森師匠、松本（50年前）のお嬢さん、その妹弘子ちゃんです。 

　前回の会話では、ハワイのホテルにチェンクイ

ンしました。''I'd like an ocean view, 
please!'' とちゃんとお願いして、海側のお部屋が
取れました。 

　さて、ようやく部屋に入ったのはよかったので

すが、エアコンの温度調節や金庫の使い方がよく

わかりません。 

 
フロントへ電話をかける

 

A) Excuse me, could you tell me how the 
air conditioner works?  
（すみません、エアコンの使い方を教えていた

だけますか？） 

B) Sure! There's a control panel by the 
bed. Can you see it? 
（もちろん。ベッドのそばに調整パネルがあり

ます。見えますか？） 

A) Uh…　Yeah!  I got it!　Thank you! 
（えぇっと…はい！ありました！ もう、だい

じょうぶです） 

Oh!  I also don't know how to use the 
safe, either. Could you tell me how to 
use it?
（金庫の使い方もわからないのですが。使い方

を教えていただけますか？） 

B) All right. We'll send someone to your 
room.
（了解しました。お部屋に人を寄こします。） 

A) Yeah, thanks!  I really appreciate it!   
（はい、ありがとう！　とても助かります。） 
 

　前回（その４）のフレーズ復習 

　I would like to ~.
（～をしたい、～がほしい　＊丁寧な表現） 

ハッピーデイズイングリッシュハウス　大坪エミ 

黒
潮
に
ロ
マ
ン
を
求
め
て 

高
知
編 

　
３
月
の
第
２
週
目
、
仕
事

絡
み
で
高
知
市
内
へ
行
く
機

会
が
あ
っ
た
。
「
釣
り
バ
カ

日
誌
」
の
場
面
が
脳
裡
を
よ

ぎ
り
（
笑
）
、
１
日
前
倒
し

で
出
発
し
た
。
龍
馬
空
港
に

は
釣
り
仲
間
が
ス
タ
ン
バ
イ

し
て
お
り
、
す
ぐ
さ
ま
荷
物

を
積
み
、
一
路
柏
島
へ
走
る
。

柏
島
へ
は
37
年
前
に
家
族
で

訪
れ
た
事
が
あ
り
、
し
ば
し
、

当
時
の
想
い
出
に
浸
る
。
オ

ヤ
ジ
と
愛
犬
以
外
は
ま
だ
元

気
で
あ
る
。
四
国
南
西
部
に

あ
る
こ
の
島
は
黒
潮
が
押
し

寄
せ
、
多
彩
な
魚
の
宝
庫
で

あ
る
事
は
有
名
だ
。
マ
グ
ロ
、

カ
ツ
オ
、
ハ
タ
類
、
希
少
種

の
ア
カ
メ
も
生
棲
し
て
い
る
。

渡
船
「
黒
潮
丸
」
に
乗
り
、

超
有
名
ポ
イ
ン
ト
の
ム
ロ
バ

エ
群
礁
の
一
角
に
降
り
立
つ

事
が
出
来
た
。 

　
早
春
の
こ
の
時
期
石
鯛
系

の
魚
は
ま
だ
深
場
に
い
る
事

が
多
く
、
従
っ
て
狙
う
の
は

20
ｍ
〜
30
ｍ
と
深

い
層
を
釣
る
。
エ

サ
も
食
べ
や
す
い

貝
類
の
ム
キ
身
が
主
で
あ
る
。

足
元
の
海
流
は
黒
潮
の
影
響

を
受
け
、
さ
な
が
ら
筑
後
川

の
中
流
域
の
速
さ
だ
。
心
が

弾
む
。 

　
途
中
、
ア
ラ
カ
ブ
、
イ
シ

ガ
キ
ダ
イ
が
釣
れ
て
く
れ
、

退
屈
せ
ず
に
釣
に
没
頭
で
き

た
が
、
本
命
の
ク
チ
ジ
ロ
石

鯛
に
は
会
え
ず
に
納
竿
と
な

る
。
潔
ぎ
良
く
諦
め
、
周
囲

の
釣
果
を
覗
い
て
み
る
と
70 

cm
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
フ
エ

フ
キ
鯛
が
松
山
の
友
人
に
釣

れ
て
い
た
。
「
さ
す
が
暖
流

系
の
黒
潮
バ
イ
」
と
つ
ぶ
や

き
高
知
市
内
で
の
飲
み
会
に

備
え
た
（
笑
）
。
い
や
ー
ボ

ー
ズ
も
釣

の
一
部
で

す

か

ら

…

。

さ

て
、
次
回

は
屋
久
島

へ
… 

磯
の
旅
人 

　
高
校
に
入
っ
た
ら
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
に
入
ろ
う
と
決
め
て
い
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
が
楽
器
未
経
験
の

新
入
部
員
た
ち
。
４
か
月
後
に
演

奏
会
が
あ
る
と
聞
か
さ
れ
、
そ
れ

を
目
標
に
し
た
毎
日
が
始
ま
り
ま

し
た
。
は
る
か
に
大
人
に
見
え
た

２
年
生
３
年
生
の
先
輩
。
そ
の
足

を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う
に
と
、
た

だ
た
だ
必
死
で
練
習
し
ま
し
た
。

満
員
の
市
町
村
会
館
、
緊
張
の
中
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
ア
ン
コ
ー

ル
の
曲
ま
で
吹
き
終
え
ま
し
た
。

30
年
間
続
い
て
き
た
定
期
演
奏
会

の
、
第
１
回
目
で
し
た
。 

　
高
校
時
代
と
い

え
ば
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
し
か
思
い
出
さ

な
い
と
い
う
く
ら

い
、
部
活
に
明
け

暮
れ
た
毎
日
で
し

た
。
３
年
前
、
Ｏ

Ｂ
と
の
共
演
と
い

う
企
画
で
定
期
演

奏
会
に
出
演
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し

た
。
私
達
が
高
校

生
の
と
き
顧
問
だ

っ
た
椿
先
生
が
、

ま
た
八
女
高
校
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
、

久
し
ぶ
り
に
先
生
の
指
揮
で
演
奏

で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

部
室
の
賑
わ
い
、
草
木
の
匂
い
、

早
朝
練
習
の
空
気
の
冷
た
さ
、
す

べ
て
が
新
鮮
な
体
験
だ
っ
た
あ
の

頃
に
戻
っ
た
よ
う
な
気
分
で
し
た
。

今
年
30
回
目
を
迎
え
る
こ
と
を
本

当
に
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

記
念
の
演
奏
会
と
し
て
、
Ｏ
Ｂ
も

参
加
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
元
気
あ
ふ
れ
る
高
校
生

た
ち
と
、
楽
し
く
演
奏
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

八
女
高
校
36
回
生
　

芳
司
　
和
代 

（
１
５
９
２
ｍ
） 

輝く 
八女農業高等学校 

当
時
の
演
奏
会
出
演
者 

祝 八女高校吹奏楽部 
第30回記念定期演奏会 
５月２日サザンクス筑後 
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行
っ
て
み
よ
う
よ 

こ
の
お
店 

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

　春爛漫。筍がとっても美味しい時期。筍掘が

最盛期です。立花町の竹林へ行くとおじさんが「こ

の竹ば見てんの緑のとこの禿げとろが、これは

っさいイノシシが背なかばこすっとるとたい。

下が１年目の背丈たい。上が２年目の背丈たい。

この禿げば見るとイノシシがどんくらい背の伸

びとるか分かるとたい。バッテンこげん禿げる

とこの竹は腐れるとたい」と、教えてもらいま

した。初めて聞くことです。竹林を守る事の難

しさを教えてもらいました。八媛会　北島東司郎 

竹林とイノシシ 

フォトエッセイ フォトエッセイ 

「
ク
ラ
ッ
シ
ー
」
は
毎
月
発
行
し
ま
す
。
紹
介
し
た
い
地
域
の
行

事
や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
、
愉
快
な
仲
間
達
そ
の
他
読
者
を
楽
し
く

さ
せ
、
元
気
づ
け
人
や
社
会
の
お
役
に
立
つ
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。 

　
一
日
三
度
の
病
院
食
は
毎
回
豪
華
で

す
。
患
者
の
体
力
回
復
を
考
え
た
栄
養

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
健
康
な
者
が

食
べ
て
も
十
分
満
足
で
き
ま
す
。
し
か

し
患
者
は
頑
と
し
て
口
を
開
き
ま
せ
ん
。

腹
が
立
つ
や
ら
、
情
け
な
い
や
ら
…
。

子
ど
も
な
ら
叱
っ
て
口
に
放
り
こ
む
の

で
す
が
、
そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。
思
案

に
暮
れ
て
い
る
と
、
隣
の
付
き
添
い
さ

ん
が
見
か
ね
て
「
ふ
だ
ん
は
な
ん
ば
食

べ
と
ん
な
さ
っ
た
か
、
食
べ
つ
け
と
っ

て
ん
と
が
よ
か
ろ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ

れ
ま
し
た
。
そ
う
だ
、
長
く
な
じ
ん
だ

味
な
ら
舌
が
覚
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
梅
干
し
、
漬
け
も
の
、
玉
子
焼
、

の
り
、
カ
レ
ー
、
コ
ロ
ッ
ケ
、
ふ
り
か

け
…
何
で
も
た
め
し
ま
し
た
。
す
る
と

梅
干
し
と
漬
け
も
の
が
一
番
素
直
に
食

べ
ま
す
。
病
院
食
は
薄
味
、
塩
分
控
え

目
な
ど
言
っ
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
食
べ

る
な
ら
何
で
も
よ
か
。
梅
干
し
に
ご
は

ん
を
ま
ぶ
す
よ
う
な
特
別
食
が
始
ま
り

ま
し
た
。
初
め
は
一
日
二
口
、
三
口
で

お
し
ま
い
。
そ
れ
で
も
三
日
、
四
日
目

に
な
る
と
三
口
、
四
口
と
増
え
て
、
「
味

が
薄
い
、
ど
う
も
な
か
」
と
い
い
つ
つ

お
か
ず
も
少
し
づ
つ
で
す
が
自
分
の
歯

で
確
か
に
食
べ
て
い
ま
す
。
心
な
し
か

顔
色
も
生
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
よ

う
で
す
。
こ
ち
ら
も
元
気
が
出
て
き
ま

し
た
。 

た
か
お 

老々介護初体験 ４ 　
今
回
は
舞
台
班
が
担
当
し

ま
す
。 

　
こ
の
舞
台
は
と
て
も
特
徴

的
な
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
舞
台
の
奥
の
ほ

う
か
ら
大
き
な
滑
り

台
の
よ
う
に
傾
斜
し

て
い
て
、
そ
の
両
側

に
大
き
な
階
段
が
あ

り
ま
す
。
中
央
の
傾

斜
面
に
は
、
グ
レ
ー

の
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
白

の
ペ
ン
キ
で
川
の
流

れ
を
描
い
た
も
の
が
敷
か
れ

て
い
ま
す
。
客
席
か
ら
は
、

中
央
の
矢
部
川
を
は
さ
ん
で

右
手
に
柳
川
の
土
手
、
左
手

に
久
留
米
の
土
手
を
見
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
こ
の

舞
台
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

「
久
留
米
藩
と
柳
川
藩
の
対

立
」
「
武
士
た
ち
の
葛
藤
」

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
！ 

東
京
公
演 

２
０
１
０
年
６
月
20
日
（
日
） 

Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
１
０
１
０ 

（
東
京
都
足
立
区
・
北
千
住
駅
直
結
） 

お
問
合
せ
　
筑
後
市
民
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
実
行
委
員
会 

1
０
９
４
２
―
５
４
―
１
２
０
０ 

ＣＭＣ筑後ミュージカルカンパニー 
「彼方へ、流れの彼方へ」 
東京公演への道！！ 

　とても晴れた日になりました－快の入学式の日。朝早く起きて、

着付けに行きました。セットして、ネイルまでぬって、準備バッ

チリで次の15分を待って、小学校へ歩いて行きます。 

　行く前に快のえんぴつ、全部名前をちゃんと書いたかどうか確

認して、快を見ます。快はコンピューターの前に座って、ウルト

ラマンのビデオをYouTubeで見ています。怪獣の名前をするす

ら覚えているように算数やら覚えてくれるといいなと思う私。 

　ちょっと着物がきつく感じ始めたが体育館まで歩かなくちゃ‥

‥‥さあ、後５分。忘れ物していないかなと不安いっぱい。まあ、

なんとかなるでしょう。 

　そこで私のママのことを考えます。同じ不安、希望を抱いて、

私をスクールバスまで送ったでしょうか？この１日ママがアメリ

カから来てほしかったです。一緒に快を小学校まで送って。アメリカから暖かい気持ちが私の心

まで感じます。 

　そこで、ピンポン！あら、近所の方がお祝いを持ってきてくれました。「もう、ほかの人が歩

いて行っているよ」と言われ、さー急がなくちゃ。新生活が始まり、始まり！　　　伊之坂ミキ 

命
と
い
う
重
さ
背
負
い
し
蝶
や
虫 

吾
子
の
指
さ
す
そ
の
先
に
い
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
隆
子 

な
　

な
ん 

写
真 

by 

杏 

   A

　
日
韓
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム と
き
／
５
月
13
日
（
木
）
13

時
〜
16
時 

と
こ
ろ
／
久
留
米
市
え
ー
る

ピ
ア 

講
演
‥
崔
秉
大
先
生
（
ナ
ザ

レ
園
・
芙
蓉
会
顧
問
）
／
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

参
加
費
無
料
（
資
料
代
千
円
） 

主
催
‥
Ｎ
Ｐ
Ｏ
車
椅
子
レ
ク

ダ
ン
ス
普
及
会 

連
絡
先
‥
黒
木 

1
０
９
０
―
８
９
０
０
―
９
４
９
２ 

A

　
ミ
ニ
健
康
教
室 

と
き
／
５
月
29
日
（
土
）
14

時
〜
15
時 

と
こ
ろ
／
川
h
病
院 

５
階

　
第
１
会
議
室 

テ
ー
マ
：
痛
み
の
治
療
、
講

師
：
松
野
悟
（
麻
酔
科
部

長
）
、
定
員
：
40

名
、
無

料
、
要
予
約
・
連
絡
先
：
樋

口
・
石
内 

1
０
９
４
３
―
２
３
―
３
０
０
５ 

    A

　
喫
茶 

奈
南 

八
女
市
町
村
会
館
の
周
辺
は

コ
ン
ビ
ニ
や
喫
茶
店
が
あ
り

人
出
も
多
か
っ
た
の
で
す
が

移
転
や
閉
店
、
解
体
等
で
淋

し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
で
、
喫
茶
奈
南
が
オ

ー
プ
ン
し
た
の
で
早
速
出
か

け
ま
し
た
。
店
内
は
カ
ウ
ン

タ
ー
、
テ
ー
ブ
ル
で
軽
く
30

席
。
別
に
15
名
位
ゆ
っ
く
り

と
座
れ
る
個
室
感
覚
の
部
屋

も
用
意
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
の

集
い
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

喫
茶
メ
ニ
ュ
ー
が
中
心
で
す

が
11
時
〜
２
時
迄
の
ラ
ン
チ

バ
イ
キ
ン
グ
も
好
評
。
産
直

の
野
菜
中
心
の
ヘ
ル
シ
ー
メ

ニ
ュ
ー
が
常
時
15

皿
位
並

び
、
取
材
の
日
も
天
ぷ
ら
、

筍
、
魚
、
オ
ム
レ
ツ
、
サ
ラ

ダ
類
な
ど
15
皿
、
味
噌
汁
、

カ
レ
ー
な
ど
出
て
い
ま
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
が
つ
い
て
８
３
０

円
も
納
得
で
き
ま
す
。
「
割

ぽ
う
着
が
ユ
ニ
ホ
ー
ム
よ
」

と
い
う
マ
マ
。
「
お
ふ
く
ろ

の
味
が
自
慢
よ
。
特
に
肉
じ

ゃ
が
を
食
べ
て
み
て
」
全
て

家
庭
の
味
を
漂
わ
せ
る
手
作

り
で
し
た
。
バ
イ
キ
ン
グ
は

月
〜
金
で
す
が
カ
レ
ー
等
軽

食
喫
茶
等
は
で
き
る
だ
け
お

客
様
の
要
望
に
応
え
ま
す
。 

八
女
市
本
村
（
元
八
女
市
町

村
会
館
南
）
営
業
10
時
〜
20

時
。
日
曜
定
休 

          A

　
ひ
ょ
う
た
ん 

季
節
料
理
の
店
「
ひ
ょ
う
た

ん
」
が
５
月
６
日
よ
り
ラ
ン

チ
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
。
上

陽
町
出
身
の
久
木
原
毅
さ
ん
（

36
才
）
が
大
阪
で
約
10
年
、

日
本
料
理
の
修
業
を
積
み
開

店
し
て
七
年
。
「
子
ど
も
が

大
き
く
な
り
少
し
時
間
に
余

裕
が
で
き
た
か
ら
」
と
信
子

マ
マ
は
語
る
。
お
昼
の
メ
ニ

ュ
ー
は
日
替
り
ラ
ン
チ
５
０

０
円
、
ハ
ン
バ
ー
グ
ラ
ン
チ

７
０
０
円
、
チ
キ
ン
カ
レ
ー

セ
ッ
ト
６
０
０
円
。
11
時
30

分
〜
２
時
迄
（
日
・
祝
は
除

く
）
５
時
か
ら
は
お
刺
身
、

天
ぷ
ら
、
季
節
の
一
品
料
理

を
中
心
と
し
た
居
酒
屋
メ
ニ

ュ
ー
と
な
る
。
旬
の
素
材
が

オ
ー
ナ
ー
の
腕
で
一
段
と
ひ

き
立
つ
。
お
店
は
カ
ウ
ン
タ

ー
、
座
敷
で
20
名
、
２
階
は

40
名
迄
収
客
の
広
間
。 

若
い
人
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
迄

客
層
は
幅
広
い
。
マ
マ
の
気

さ
く
な
人
柄
で
お
酒
と
食
事

が
す
す
む
と
好
評
。 

団
体
様
は
ご
予
算
、
飲
み
放

題
な
ど
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

八
女
市
北
平
塚
。
お
店
は
月

曜
定
休
。
イ
ケ
ダ
レ
デ
ィ
ス

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
西
へ
約
１
５

０
ｍ
。 

1
０
９
４
３
―
２
２
―
６
１
０
８ 


